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北名古屋市総合運動広場の設置及び管理に関する条例の一部改正に

ついて 

 

北名古屋市総合運動広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例を別紙のとおり定めるものとする。 
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提案理由 

 

この案を提出するのは、北名古屋市総合運動広場の利用者に関する規定

を定めるため及び、総合運動広場の使用において、各施設における使用条

件の均衡と施設使用に係る市民負担の公平性を図ることを目的に使用料を

改めるため、本条例の一部を改める必要があるからである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   北名古屋市総合運動広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例 

 

 北名古屋市総合運動広場の設置及び管理に関する条例（平成２７年北名

古屋市条例第２７号）の一部を次のように改正する。 

第１３条を第１４条とし、第４条から第１２条までを１条ずつ繰り下げ、

第３条第１項中「北名古屋市教育委員会（以下「教育委員会」という。）」

を「教育委員会」に改め、同条を第４条とし、第２条の次に次の１条を加

える。 

 （利用者） 

第３条 運動広場のグラウンドを利用できる者は、北名古屋市教育委員会

（以下「教育委員会」という。）で登録を受けた団体及び教育委員会が

必要と認める者とする。 

２ 前項に規定する団体の登録手続及び教育委員会が必要と認める者につ

いては、教育委員会規則で定める。 

別表を次のように改める。 

別表（第５条関係） 

 １ グラウンド・テニスコート使用料 

区分 単位 使用料 

グラウンド ２時間３０分 １，４００円（全面） 

７００円（１／２面） 

テニスコート ２時間 ４６０円（１コート） 

備考 

  １ グラウンドの使用は、原則全面とする。ただし、教育委員会が特

に認めた場合は、平日の時間帯（午前８時３０分から午後６時３０

分まで）に限り２分の１面での使用をすることができる。 

２ 営利目的で使用する場合の使用料は、この表に定める額の５倍の

額とする。 

３ 市内に在住し、在勤し、又は在学する者以外の者の使用料につい

ては、通常の使用料の１．２倍の額とする。ただし、その額に１０



円未満の端数が生ずるときは、その端数を切り捨てた額とする。 

２ 照明設備使用料 

区分 単位 使用料 

グラウンド ３０分 １，５６０円（Ⅰ類６６灯） 

１，４３０円（Ⅱ類３６灯） 

１，３４０円（Ⅲ類２７灯） 

テニスコート １時間 ２７０円（１コート） 

備考 

１ 使用料の分類ごとの適当な競技種目 

  Ⅰ類：軟式野球 Ⅱ類：サッカー等 

  Ⅲ類：ソフトボール又は少年野球 

２ グラウンドの照明設備の使用料の算定については、３０分未満の

使用であっても３０分に切り上げるものとする。 

３ テニスコートの照明設備の使用料の算定については、１時間未満

の使用であっても１時間に切り上げるものとする。 

４ 営利目的で使用する場合の使用料は、この表に定める額の５倍の

額とする。 

５ 市内に在住し、在勤し、又は在学する者以外の者の使用料につい

ては、通常の使用料の１．２倍の額とする。ただし、その額に１０

円未満の端数が生ずるときは、その端数を切り捨てた額とする。 

３ 会議室使用料 

区分 単位 使用料 

会議室１ １時間 １１０円 

会議室２ １時間 ６０円 

会議室３ １時間 ６０円 

 備考 

  １ 使用料の算定については、１時間未満の使用であっても１時間に

切り上げるものとする。 

２ 営利目的で使用する場合の使用料は、この表に定める額の５倍の

額とする。 



３ 市内に在住し、在勤し、又は在学する者以外の者の使用料につい

ては、通常の使用料の１．２倍の額とする。ただし、その額に１０

円未満の端数が生ずるときは、その端数を切り捨てた額とする。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、別表の改正規定は、令

和５年１０月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例による改正後の北名古屋市総合運動広場の設置及び管理に関

する条例（以下「改正後の条例」という。）別表の規定は、令和５年１

０月１日以後の施設の使用に係る使用料について適用し、同日前の施設

の使用に係る使用料については、なお従前の例による。 

（準備行為） 

３ 改正後の条例の別表の規定に基づく申請その他の準備行為は、令和５

年１０月１日前においても、行うことができる。 


